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商
工
業
分
野
で
の
取
り
組
み

（
津
山
商
工
会
議
所
・
作
州
津
山
商
工
会
）

牧
野　
津
山
商
工
会
議
所
で
は
、
産
業
振

興
と
し
て
３
つ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
昨
年
11
月
に
津
山
商
工
会

議
所
内
に
企
業
誘
致
特
別
委
員
会
を
設
け

て
、
新
た
な
企
業
の
誘
致
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
企
業
誘
致
は
、
若
者
の
定
住
促

進
や
雇
用
の
創
出
、
消
費
の
拡
大
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
２
つ
目
は
、
津
山
の
交
流
拠
点
で
あ
る

津
山
国
際
ホ
テ
ル
が
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
へ

の
対
応
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
市
と

商
工
会
議
所
、
津
山
国
際
ホ
テ
ル
で
対
策

協
議
会
を
設
置
し
、
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
新
会
社
を
設
立
し
て
６
月
以
降

も
営
業
を
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
新
会
社
で
計
画
を
立
案
し
、
事

業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
市

の
支
援
を
得
て
、
新
ホ
テ
ル
の
建
設
も
視

野
に
入
れ
て
、
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
３
つ
目
は
、
津
山
市
中
心
市
街
地
活
性

化
協
議
会
の
構
成
団
体
と
し
て
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
に
、
ダ

ン
ス
や
ヨ
ガ
な
ど
が
で
き
る
「
ま
ち
な
か

健
康
サ
ポ
ー
ト
施
設
」
の
開
設
や
津
山
の

食
肉
文
化
を
取
り
入
れ
た
「
食
の
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
」
を
、
今
津
屋
橋
通
り
を
中
心
に

設
置
し
、
津
山
の
食
文
化
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
ま
す
。

　
企
業
が
、
自
社
で
新
製
品
を
開
発
す
る

場
合
、
他
社
の
技
術
を
取
り
込
ん
だ
り
、

ほ
か
の
研
究
機
関
と
連
携
し
た
り
す
る
こ

と
は
有
効
な
手
段
で
す
。
そ
こ
で
、
企
業

の
合
併
や
買
収
を
進
め
た
り
、
津
山
工
業

高
等
専
門
学
校
と
の
連
携
を
深
め
た
り
す

る
こ
と
は
、
津
山
か
ら
新
し
い
発
想
の
商

品
を
生
み
出
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

田
村　
作
州
津
山
商
工
会
は
、
勝
北
・
加

茂
・
阿
波
・
久
米
地
域
と
奈
義
町
を
エ
リ

ア
と
し
て
、
個
人
事
業
主
や
小
規
模
事
業

主
が
数
多
く
加
入
し
て
い
ま
す
。
会
員
の

中
に
は
、
経
営
基
盤
な
ど
に
課
題
を
抱
え

て
い
る
事
業
主
も
い
る
の
で
、
経
営
指
導

員
に
相
談
し
や
す
い
環
境
を
作
る
た
め
、

事
業
所
を
小
ま
め
に
巡
回
し
、
本
音
で
話

し
合
え
る
関
係
を
作
る
努
力
を
し
て
い
ま

す
。
会
員
の
ニ
ー
ズ
は
、
高
度
な
知
識
や

経
験
を
必
要
と
す
る
も
の
も
あ
る
の
で
、

昨
年
か
ら
、
岡
山
県
商
工
会
連
合
会
の

「
広
域
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
と
連
携
し

た
経
営
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
会
員
が
地
域
資
源
を
生
か
し
た

加
工
品
な
ど
を
開
発
し
、
全
国
に
販
売
す

る
こ
と
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
内
の
人
口
を
増
や
す
た

め
、
空
き
家
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
は
、
空
き
家
の
状
況
と
所
有
者
の
意

向
を
調
査
し
、
約
２
０
０
軒
の
空
き
家
を

把
握
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
行
政
と
も

連
携
し
て
、
移
住
希
望
者
な
ど
に
情
報
を

発
信
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
の
周
辺
部
が
活
気
付
く
こ
と
で
、
そ

の
効
果
を
中
心
部
へ
も
波
及
さ
せ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

農
林
業
分
野
で
の
取
り
組
み

（
津
山
農
業
協
同
組
合
・
津
山
市
森
林
組
合
）

最
上　
津
山
農
業
協
同
組
合
で
は
、
３
年

ご
と
に
中
期
３
カ
年
計
画
を
立
て
て
い
ま

す
。
現
在
は
「
次
代
へ
つ
な
げ
！　
新
生

つ
や
ま
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
10
年

後
の
地
域
農
業
を
見
据
え
た
、
さ
ま
ざ
ま

な
戦
略
を
立
て
て
実
行
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
つ
い
て
も
、
食

の
安
全
・
安
心
を
危
惧ぐ

し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
米
の
生
産
調
整
政
策
の
大
転

換
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
担
い
手
不
足

な
ど
農
業
が
抱
え
る
課
題
は
深
刻
化
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

農
業
の
大
規
模
化
や
集
約
化
を
進
め
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
個
々
の
農
家

で
の
取
り
組
み
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
集
落
営
農
な
ど
農
家
の
組
織
化

や
法
人
化
の
支
援
を
行
政
な
ど
と
連
携
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
少
量
・
多
品
目
で
特
徴
の
あ
る

農
産
物
を
生
産
す
る
こ
と
も
生
き
残
る
道

の
１
つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
消
費
者
に
、

よ
り
付
加
価
値
が
高
く
、
こ
だ
わ
り
の
あ

る
農
産
物
を
販
売
す
る
た
め
、
管
内
に
５

カ
所
の
直
売
所
を
設
置
し
て
、
地
産
地
消

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

農
業
は
生
命
産
業
で
す
。
今
後
も
安

全
・
安
心
で
高
品
質
な
農
畜
産
物
の
生
産

や
地
産
地
消
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

西
本　
津
山
市
森
林
組
合
で
は
、
健
全
な

森
づ
く
り
や
地
域
の
林
業
、
木
材
産
業
を

振
興
す
る
た
め
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
美
作
産
木
材
の
需
要
を
伸
ば
す
た

め
、
関
係
機
関
と
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

設
計
コ
ン
ペ
や
展
示
会
を
行
う
な
ど
Ｐ
Ｒ

活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
の
住
宅
着
工
戸
数
は
、
今

年
４
月
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
を
受
け
て
、

駆
け
込
み
需
要
が
高
ま
り
、
平
成
25
年
は

１
０
０
万
戸
を
超
え
る
見
込
み
で
す
。
全

国
的
に
も
、
木
材
の
需
要
は
高
ま
り
、
木

材
価
格
は
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
木
材
価
格
の
低

迷
に
よ
っ
て
、
山
林
所
有
者
が
林
業
か
ら

遠
の
い
た
た
め
、
山
林
の
管
理
が
十
分
に

行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
林
業
従
事
者

の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
よ
っ
て
、
伐

採
量
が
落
ち
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
供
給
が
需
要
に
追
い
付
い
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。

　
森
林
組
合
の
生
産
現
場
で
も
フ
ル
操
業

し
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
、
需
要
に
追

い
付
き
ま
せ
ん
。

　
作
業
効
率
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
作
業

道
の
整
備
や
作
業
機
械
を
高
性
能
な
も

の
に
更
新
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
外
国
産
材
な
ど
と
の
競
争
に
勝
つ
た

め
に
は
、
作
業
の
集
約
化
や
団
地
化
を
行

い
、
作
業
の
低
コ
ス
ト
化
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
国
が
地
球
温
暖
化
防
止
策
と
し
て
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
の
政
策
を
進
め

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
今
ま
で
活
用
さ
れ

な
か
っ
た
間
伐
材
が
有
効
利
用
で
き
、
山

村
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
わ

た
し
た
ち
も
行
政
や
関
係
業
界
と
連
携
し

て
、
こ
の
政
策
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

産
学
官
連
携
で
の
取
り
組
み

（
津
山
工
業
高
等
専
門
学
校
）

則
次　
津
山
工
業
高
等
専
門
学
校
で
は
、

平
成
15
年
に
「
地
域
共
同
テ
ク
ノ
セ
ン
タ

ー
」
を
開
設
し
て
、
産
学
官
連
携
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
産
学
官
連
携
に
は
、
大
き
く
次
の
３
つ

の
形
態
が
あ
り
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
ニ
ー
ズ
・
オ
リ
エ
ン
テ
ィ

ッ
ド
（
企
業
の
課
題
を
大
学
や
高
専
と
一

緒
に
な
っ
て
解
決
し
て
い
く
こ
と
）、
２

つ
目
は
、
シ
ー
ズ
・
オ
リ
エ
ン
テ
ィ
ッ

ド
（
大
学
や
高
専
の
研
究
資
源
を
利
用
し

て
企
業
と
市
場
に
導
入
し
て
い
く
こ
と
）、

３
つ
目
は
、
ニ
ー
ズ
創
生
型
（
新
し
い
ニ

ー
ズ
を
大
学
や
高
専
、
企
業
で
作
り
上
げ

て
い
く
こ
と
）
で
す
。

　
現
在
は
、
ニ
ー
ズ
・
オ
リ
エ
ン
テ
ィ
ッ

ド
型
の
連
携
が
多
い
の
で
す
が
、
津
山
高

専
と
し
て
は
、
シ
ー
ズ
・
オ
リ
エ
ン
テ
ィ

ッ
ド
や
ニ
ー
ズ
創
生
型
の
連
携
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
国
で
は
、
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
と
言
わ
れ
る
環
境
関
連
技
術
を

生
か
し
た
産
業
戦
略
や
、
福
祉
介
護
ロ
ボ

ッ
ト
の
開
発
な
ど
に
見
ら
れ
る
ラ
イ
フ
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
農
業
や
林
業
の
集
約

化
、
ロ
ボ
ッ
ト
化
な
ど
に
対
応
し
た
技
術

開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
こ
れ
ら
の
分
野
で
津
山
の
特
性

を
生
か
し
た
開
発
を
行
う
な
ら
ば
、
中
山

間
地
域
を
活
用
し
た
小
水
力
発
電
や
、
病

院
や
介
護
施
設
と
連
携
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
開

発
な
ど
が
テ
ー
マ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
開
発
を
推
進
す
る
上
で
も
、

情
報
交
換
の
場
が
不
可
欠
で
す
。
全
体
的

な
連
絡
会
議
を
作
っ
て
、
定
期
的
に
話
し

合
い
、
津
山
の
特
性
を
生
か
し
た
テ
ー
マ

ご
と
に
設
置
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

で
研
究
を
行
え
ば
、
新
商
品
の
開
発
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。 

　
津
山
の
特
徴
や
特
性
を
生
か
し
た
新
商

品
を
開
発
し
、
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
で
、

そ
の
ま
ち
の
魅
力
も
上
が
り
ま
す
。
そ
し

て
、
若
い
人
も
集
ま
る
と
思
い
ま
す
。


